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カリフォルニアには「挑戦」のイメージがあります。宇宙開発の最前線であるNASAやSpaceXが拠点を構えるこの地は、ロケット設計という私の夢に直結する場所です。宇宙開発の分野ではある程度の失敗は許容して挑戦する勇気が絶対に必要です。けれど、私はいつも「勇気が足りない」と感じています。挑戦したい気持ちはあるのに、一歩を踏み出すことが怖くて、立ち止まってしまう。自分のことが信用できないと、失敗したときのことを考えてしまって挑戦することができません。失敗を恐れるあまり、可能性の芽を摘んでしまう。だからこそ私は、カリフォルニアという挑戦の象徴の地で、自分の限界を超える経験を積み、「恐れを乗り越える力」をつかみ取りたいと強く願っています。挑戦する人々が集まり、失敗を恐れずに前進する文化が根付いているこの場所でこそ、私は本当の意味で自分自身と向き合えるのではないかと思っています。
私がロケット設計という夢を抱いたのは、小学生の頃に見た「宇宙兄弟」という漫画がきっかけでした。この漫画では様々な形で宇宙を目指す人が描かれています。私はその中の「福田さん」という人に強くあこがれを抱きました。福田さんはロケットの設計にかかわる仕事から、５４歳から宇宙という舞台を目指しました。その姿に、私は深く感動しました。年齢や立場に関係なく、自分の夢に向かって挑み続ける姿勢は、私の心に強く刻まれています。私は福田さんのように今の自分の限界に挑み、夢をかなえにいく勇気が欲しいです。ですが、私は大きな夢に挑戦する勇気もですが、小さなことにも勇気が足りないと感じています。初めて会う人との会話や発表などの場では緊張のあまり声が震え、質問にうまく答えられないこともよくありました。周囲の優秀な仲間と比べて、自分は本当にこの道に進んでいいのかと悩む日々もありました。そんなとき、私はカリフォルニアという場所を知りました。そこには、SpaceXやNASAのジェット推進研究所（JPL）など、世界最先端の宇宙開発機関が集まっています。技術革新の中心地であり、挑戦する人々が集まる場所私にとって、まさに「夢の舞台」でした。カリフォルニアで私は、まずは小さなことから挑戦していきたいと思います。たとえば、英語での会話に積極的に取り組むこと、現地の人々と交流すること、技術的な課題に自ら手を挙げて取り組むことなど、日常の中にある「挑戦の種」を一つひとつ拾い上げていきたいと思っております。そうした積み重ねが、やがて大きな挑戦へとつながると信じています。もちろん、言語の壁や文化の違い、技術的なハードルなど、乗り越えなければならない課題は多いです。英語での会話や生活に不安を感じることもあるだろうし、専門知識の不足を痛感する場面もあるかもしれない。それでも、私はその困難を「挑戦の証」として受け止めたいです。勇気が出ない自分を変えるには、未知の世界に飛び込むしかありません。カリフォルニアは、私にその一歩を踏み出す力を与えてくれる場所です。
私にとってカリフォルニアは、夢に向かって挑戦するための出発点です、ロケット設計という目標に向かい、技術だけでなく、自分自身と向き合う勇気を育む場所として、かけがえのない意味を持っています。失敗を恐れず、一歩を踏み出す力を身につけることで、私は自分の可能性を信じられるようになりたいと願っています。挑戦には困難が伴いますが、それを乗り越える過程こそが、私を成長させてくれると信じておいます。カリフォルニアでの経験を通じて、私は「挑戦することの尊さ」と「自分を信じる力」をつかみ取り、未来の宇宙開発に貢献できる人間へと成長してまいりたいと考えます。そして、いつか私自身が誰かの「挑戦する勇気」のきっかけとなれるような存在になりたいと思っています。カリフォルニアは、その第一歩を踏み出すための場所であり、私の人生を変える大きな転機となることでしょう。
